
地域の資源を活かし、行政に頼らない地域おこしの実践に成功した鹿児島県鹿屋市柳谷集落、通称

「やねだん」。やねだんでは、地域振興に携わる熱血漢を対象とした「やねだん故郷創世塾」が３泊

４日で開催され、そこで学んだ５００名を超える卒塾生たちは、全国で地域おこしのキーパーソンと

して活躍しています。

毎回、参加希望者が殺到する「やねだん故郷創世塾」ですが、このたび、熱意とやる気のある東北

の地域リーダー（キーパーソン）の育成を目的に、秋田県由利本荘市にやねだんの豊重哲郎塾長をは

じめとする講師陣をお迎えし、２泊３日に凝縮した「やねだん秋田塾」を開催します。

期 間：平成２７年６月１９日（金）～２１日（日）

（６月１９日（金）１２：００～受付／６月２１日（日）１２：００～閉塾式）

会 場：「ボートプラザアクアパル ～秋田県由利本荘市北裏地５４－１」

（別紙案内図参照）

対象者：熱意とやる気で地域づくりに取り組みたい方

定 員：３０名程度

受講料：３０，０００円（交通費、宿泊代は個人負担になります）

※宿泊は、ホテルアイリス（シングル1泊朝食付き）で5,200円になります。

申込み：ＦＡＸまたはＥ-ｍａｉｌで申込みください。

（問合せ） ２月１３日から募集開始します。（先着順、定員になり次第締め切ります。）

やねだん秋田県支部 佐藤（由利本荘市役所 総務部内）

〒015-8501秋田県由利本荘市尾崎17 TEL:0184-24-6216／FAX:0184-23-3226

E-mail:hiroyuki-s@city.yurihonjo.akita.jp

日 程：下記のとおり

○日程案（内容は変更になる場合もあります）

主催：やねだん秋田県支部 共催：由利本荘市地域を支える人財育成塾

後援：由利本荘市・やねだん故郷創世塾

～塾生募集～

「やねだん秋田塾」を開塾します！
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講 師 （ 指 導 助 言 者 ） の 紹 介

豊重 哲郎 氏（やねだん故郷創世塾塾長） 椎川 忍 氏（(一財)地域活性化センター理事長）

昭和35年、地元の高校を卒 1976年自治省入省、総務省財政課長、内
業後、東京都民銀行へ入行。 閣府・総務省官房審議官、自治大学校校
昭和46年にＵターンし、鰻 長、総務省地域力創造審議官（初代）等
の養殖・専門店を起業。昭 を歴任し、2012年9月に総務省自治財政局
和54年に串良町上小原校区 長にて退官。退官後は内閣府（内閣官房）
公民館長に就任（～平成9年 地域活性化伝道師・総務省地域力アドバ
3月）。平成8年、柳谷自治公 イザーなどとして活躍。地域に飛び出す公務員ネットワー

民館長に抜擢されてから地元「やねだん」の活動に奔走。土 ク代表、㈱ぐるなび顧問、コモンズ世界大会実行委員会顧
着菌とやねだん焼酎の製造など、行政の補助金に頼らない「全 問、Shiikawas経営イノベーション代表などで活躍中。2012
住民参加型の地域づくり」を展開中。現在は柳谷集落（やね 年12月から本市の特別顧問。2014年6月から（一財）地域活
だん）町内会長、内閣府地域活性化伝道師として活躍中。 性化センター理事長に就任。

木村 俊昭 氏（東京農業大学教授） 森 吉弘 氏（就職道森ゼミ代表）

昭和59年小樽市入庁、産業振興課 元ＮＨＫアナウンサー。鹿児島放送局（平
長、企画政策室主幹、産業港湾部 成5年入局）を振り出しに、放送開始80年
副参事などを歴任し、平成18年4月 プロジェクト「こんにちは！80ちゃんで
から内閣官房・内閣府企画官とし す」で全国津々浦々を巡回し、そこでふ
て地域再生に関する調査研究など れあった人たちとのネットワークを構築。
を担当。平成21年4月から農林水産 大学在学中の1992年に「森ゼミ」を立ち

省大臣官房政策課企画官として、地域の担い手育成などを担 上げ、300人の森ゼミ卒業生が国内外で活
当。現在は、国の地域活性化伝道師、東京農業大学教授、コ 躍している。現在、国内の25の大学で「生きる力の強い学
ミュニティプロデューサー、一般社団法人北海道活性化機構 生」や「グローバル人財」の育成に取り組む。「おもてなし
代表理事として、大学講義や全国各地からの依頼により年間 コミュニケーション」をグローバルスタンダードにすべく、
120箇所以上で講演・現地アドバイスを実施中。 アジアを中心に飛び回っている。

齋藤 作圓 氏（㈱秋田ニューバイオファーム会長） 金子 拓雄 氏（フランス鴨生産組合代表）

昭和62年農事組合法人秋田ニューバイオファ 平成元年からフランス鴨を生産。独自の飼
ーム設立理事長就任。平成7年に観光農園ハ 育方法で規模を拡大し、燻製、ソーセージ
ーブワールドＡＫＩＴＡを設立。昭和48年秋 などフランス鴨製品の特産化開発に成功。
田県青年農業者会議初代会長、昭和54年秋田 昭和51年旧東由利町農業近代化ゼミナール
県農協青年部協議会委員長、平成6年秋田県 会長などを歴任。現在は由利地域農業士会
農業法人協会初代会長、平成9年東北農政局 会長、市農業委員、秋田県農業士連絡協議
農政アドバイザー、平成16年財団法人日本特 会会長として尽力。昭和54年に農林水産大

産地域特産物マイスターなど歴任。平成17年11月から由利本 臣賞、平成10年秋田県アグリチャンピオンシップ経営体部
荘市副議長（平成25年10月議員退任～通算6期）、平成20年11 門優秀賞、平成23年市農業大賞個人経営体部門経営体の部
月に黄綬褒章受章。 優秀賞など授賞。

小野 一彦 氏（由利本荘市副市長） 「やねだん故郷創世塾とは！」

昭和57年秋田県職員に採用。昭和62年から 鹿児島県大隅半島の中部にある鹿屋市串良町の柳谷地区
自治省行政局公務員部公務員第一課事務官 人口300人の集落、通称「やねだん」は全員野球、補欠はい
として派遣。秋田県総務部、議会事務局、 ません。小さな「むら」の活力源は「人」、「人」を動かす
由利地方部、商工労働部、農林水産部など のは「感動」！感動で人が動く「やねだん」は、年2回、3
を歴任し、平成20年秋田県総務企画部総合 泊4日の宿泊型プログラム「やねだん故郷創世塾」を開催し
政策課政策監、平成24年企画振興部活力あ ています。この塾には、全国各地から「感動」を学び、体
る農村集落づくり支援室長として、全県大 感しにやってきます。感動が感謝となって自然発生的に人
規模集落点検など、過疎化、高齢化した農 が動き集まる、自主総参加型の集落づくりをこの目で見て、

村集落の維持・活性化対策のサポート事業を実施。平成26年 「感動」し、「やる気」と「熱意」を持ってそれぞれの地域
4月から由利本荘市副市長に就任。 に帰り行動するのが「やねだん故郷創世塾」です。

申 込 み

住 所

氏 名
（ ） 性別 男・女 年齢 歳

(ふりがな)

勤務先 部署

電 話 ＦＡＸ

Email

※ 申込み後にEmailにて連絡いたします。申込み後１週間を過ぎても連絡がない場合はお電話でお問い合わせください。


